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関 ｛系 法 d守岳司、
（長官官） （長賢官）
政 令 政878) 1 1・16
o国家公務員等共済組合法施 行令の 一部を 0郵便法等の 規定に基づき郵便番号を定 め 11 ・17
改正する 政令 （ 31 3) 11 ・ 2 る 件の 一部を 改正する 件 （ 郵政882 ) （号外）
0著作権法施 行令の一部を 改正する 政令 o国家公務員等共済組合法 施 行 規 則第105
(323) 1 1 ・ 13 条の 2 第2項第 7号及び同条第 3項第 3
号の 規定 に基づき大蔵大臣が定める 医療
省 令 に関する 給付を定める 件の 一 部を 改正す
0郵便 規則の 一部を 改正 する 省令 （郵政43 ) 11 ・8 る 件 （ 大蔵141) 11 ・21
o国際電子郵便 の 取扱いに関する 省令 （ 郵 o国家公務員等共済組合法施 行 規 則第105
政44 ) 11 ・ 21 条の 2 第llJ頁第6 号の 規定 に基づき大蔵
0郵便為替規則の一部を 改正する 省令 （ 郵 大臣が定める医療 に関する 給付が 行われ
政45 ) 11 ・ 2 9 る べき療 養を定める 件の一部を 改正する
件 （ 大蔵142 ) 11 ・21
規 則 o国際電子郵便 の 取扱地域及び取扱郵便局
0 人事 院 規則 （ 管理職員等の 範囲）の一部 並びに 名あて地における 国際電子郵便 物
を 改正する 規則 （ 人事 院17 0 ) 1 1・2 9 の配達方法を定める 件 （ 郵政885 ) 11 ・ 21
o国家行 政組織法第22条第2項の 規定 に基
告 示 づき， 昭和5 9年10月 1 日現在 の 国の 行 政 11・22
0著作権法の 規定に基づき著作者の 実 名登 機関の組織を告示 （ 総務庁25 ) （ 号外）
録を 告示 （ 文化庁17 ) 11 ・ 2 0勤労者財産形成年金貯蓄に係る金融機関
0郵便法第26条第 1項第 5 号に掲げる 刊行 の金利 の最高 限 度に関する 件の 一部を 改
物を 指定する 件の 一部を 改正する 件 （ 郵 正する 件 （ 大蔵148) 12・1
学 内 規 則
富山大学共通第1次学力試験実施委員会
規則の一部改正
富山大学共通第 1 次学力試験 実施委員会 規則の 一部を 改正する 規則を次のとおり制定する。
昭和5 9年11月22日 富 山 大 学長 柳 田 友 道
富山大学共通第1次学力 試験実施委員会規則の一部 を改正する規則
富山大学共通第 1次学力試験実施委員 会 規則 （ 昭和
53年 9月28日制定 ） の 一部を次の ように改正する 。
第 2条中「当 って 」を 「 当 たって 」 に改める 。
第 3条第l項中「次に」を 「次の各 号に」に改め，
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同 項 第 5号を次のように改める。
(5) 情報処理センタ一長
同 条 第 2項中「命じ， 任期はl 年とする。 ただし，
補欠の委員の任期は， 前任者の残任期間とするりを「 命
ずるりに改める。
同 項の次に次の1項を加える。
3 第 1工頁第 3号の委員の任期は， l 年とする。 ただ
し， 補欠の委 員 の任期は， 前任者の残任期間とする。
第4 条第 2 J頁中「代行するりを「 行うりに改める。
第5条中「可否同 数のときは」を 「 可否同 数のとき
は， 」に改める。
報 第253号
附 則
この規則は， 昭和 59年11 月 22 日 から施行し， 昭和 59
年11月 1 日から適用する。
砂富山大学共通第1 次学力試験実施委員会規則の改
正理由
1 本学計算機 セ ンターが廃止され， 情報処理センタ
ーが設置されたことに伴い， 所要事項を改める。
2 その他， 字句を整理する。
富山大学構内交通 規制 に関する
暫定要項の一部改正
富山大学構 内交通規制に関する暫定要項の一部を改正する要項を次のとおり制定する。
昭和59年11 月 30日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学構内 交通規制に 関する暫定要項の一部 を改正する要項
富山大学構 内 交通規制に関する暫定要項（昭和 5 3年 附 則
2 月17日制定）の一 部を次のように改正する。
第 3条第4項の次に次の1 項を加える。
5 車両のうち自動二輪車及び原動機付自転車は， 入
構地点から 最寄りの専用駐車場へ行くものとし， 駐
車後は 8時30分から17時30分まで構 内の運 行を禁止
する。 ただし， やむを得ない事由， 又は前項に規定
する移動の場合にはえい行しなければならない。
この要項は， 昭和 59年12月10日から実施する。
惨富山大学構内交通規制に関する暫定要項の改正理
由
富山大学における自動二輪車及び原動機付自転車の
騒音及び 事故防止を図るため， 所要事項を改める。
富山大学において任用する外国人教員の
任期に関する 規則の制定
富山大学において任用する外 国人教員の任期に関する規則を次のとおり制定する。
昭和 59年11月30日 富山大学長 柳 田 友 道
（趣 旨 ）
富山大学に おいて任用する外国人教員の任期に関する規則
（任期の特例 ）
第 l 条 この規則は， 国立又は 公立の大学における外
国人教員の任期等に関する特別措置法 （昭和57年法
律第89号 ） 第 2条第 3項の規定に基づき， 富山大学
において任用される外国人教員の任期について定め
るものとする。
（ 任 期）
第 2条 外国人教員の任期は， 3 年とし， 再任を妨げ‘
ない。
第 3条 前条の規定によ り難い場合には， 個々に評議
会の議に基づき， 学長が定めるものとする。
附 則
この規則は， 昭和 59年11 月 30日から施行する。
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砂富山大学において任用する外国人教員の任期に関
する規則の制定理由
国立又は 公立の大学における外国人教員の任期等に
報 第253号
関する特別措置法 第 2条第 3項の規定に基づき， 富山
大学において任用される外国人教員の任期について定
めるため。
富山大学受託研究取扱規則の一部改正
富山大学受託研究 取扱規則の 一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和田年11月 30日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学受託研究取扱規則の一部 を故正する規則
富山大学受託研究 取扱規則（昭和45年 8 月 7 日制定）
の一部を次のように改正する。
第 1条中 「この規則は， 富山大学（以下「本学」と
いう。）において」を 「富山大学（以下 「本学」という。）
における」に， 「必要な事項を定めるdを「関係法 令
又は特別の定めのある場合を除くほか ， この規則の定
めるところによるりに改める。
第 2条中「人文学部， 教育学部， 経済学部， 理学部，
工学部」を「各 学部」に改め， 「ト リチウム科学セン
ター」の次に「， 保健管理セ ンター」を加える。
第 3条 第 3項中「学長は， 」を「部局長は， 」に，
「 公団等政府関係機関 ， 」を「公団等政府関係機関 」
に， 「協 議のうえ ， 」を「協議の上 ， 」に改める。
第4条第 1項中「委託研究申込書」の次に「（ 以下「申
込書」という。）」を加え， 同 条 第 2項を削る。
第 5 条（見出しを除く。）を次のように改める。
第 5 条 部局長は ， 前条の申込書を受理したときは，
教授会（トリチウム 科学セ ン タ ー及び保健管理セン
ターにあっては運営委員会， 以下同 じ。）の議に基づ
き受入れを決定するものとする。
2 部局長は ， 委託研究の申込者が ， 国際機関若しく
は 国際的に組織された団体又は外国の政府， 外国の
団体若しくは外国人であるときは， 教授会の議を経
て ， 申込書を添え学長に受入れを申請するものとす
る。
3 学長は， 前項の申請があったときは， 文部大臣に
協議の上， 受入れを決定するものとする。
第 5 条の次に次の1条を加える。
（受入れの通知）
第 5 条の 2 部局長は， 前条第 1項の受入れを決定し
たときは， その旨学長に報告するとともに， 受託研
究計画書（様式 第 2 号） により， 契約担当官に通知
するものとする。
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2 学長は ， 前条第 3項の受入れを決定したときは，
その 旨当該部局長に通知するとともに ， 受託研究計
画書（様式 第 2号） により契約担当官に通知するも
のとする。
第 6 条（見出しを除〈。）を次のよ うに改める。
第 6 条 契約担当官は， 前条の通知に基づき， 受託研
究契約書 （ 様式第 3号）により受託研究契約を締結
するものとする。
2 契約担当官は， 受託研究の契約を締結したときは，
前条 第 1項の場合には当該部局長に ， 第 2項の場合
には学長に受託研究契約通知書（様式第4号）によ
り通知しなければならない。
第 7 条第 l項中 「部局長を経て学長に報告し， その
指示を受けなければならないりを「部局長に報告しな
ければならない。 ただし， 第 5 条 第 3項に該当する場
合は部局長を経て学長に報告するものとするuに改め，
同 条第 2項中「学長は， 」を「部局長は， 」に改め，
「その旨」の次に 「学長に報告し， 」を加え， 同 条に
次の2項を加える。
3 学長は ， 第 1項ただし書の報告により受託研究の
遂行上やむを得ないと認めるときは ， これの中止又
はその期聞の延長を決定し， その旨当該部局長及び
契約担当官に通知するものとする。
4 前 2項により受託研究を中止し， 又は延長したと
きは ， 部局長は， 教授会に報告しなければならない。
第 8条中「学長は ， 」を「学長又は部局長は， 」に，
「かかる」を 「係る」に改める。
第 9 条中 第 3項を削る。
第 9 条の次に次の 1条を加える。
（研究の 公表）
第10条 研究担当者は， 受託研究の成果を 公表しよう
とするときは ， 部局長を経て学長の承認を得るもの
とする。
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2 学長は， 受託研究による研究 成果の公表の時期及
び方法について， 必要な場合には， 委託者と協議に
より定めるも のとする。
様式第 1 号中 「委託者， 住所， 氏 名」を「委託者，
住所， 氏 名 目」に， 「遵守のうえ， 」を「遵守の上，」
に， 「 申込みますUを 「 申し込みます。」に改める。
「
を
「
様式第 2 号中
上記のとおり提出します。
部局長名 回 」
上記のとおり受託研究を受け入れることに決
定したので通知します。
契約担当官
富山大学事務局長 殿
部局長名 回
備考 規則 第5条の 2 第 2項による通知の場合にあ
つては部局長名を学長名に読み替えるものとするり
に改める。
様式第 3 号の第 6 条中「受託研究の結果， 」を 「甲
は， 受託研究の結果， 」に改め， 第 7条を第1 0条とし，
以下 順次 3 条ずつ 繰り下 げ， 第 6 条の次に次の 3 条を
加える。
第 7条 甲は， 受託研究の結果生じた発明であって，
甲に承継された特許を受ける権利又はこれに基づき
取得した特許権（以下 「特許権等」という。） を乙又
は乙の指定する者に限り， 当 該受託研究完了の 日 か
ら 7 年を越えない 範囲内において優先的に実施させ
ることができるものとする。
報 第253号
2 前項の場合において， 乙若しくは乙の指定する者
が当該特許権等を優先的実施期間中その第 2 年次以
降において正 当な理由なく実施しないとき， 又は 当
該特許権等を優先的に実施させることが公共の利益
を著しく損なうと認められるときは， 甲は乙及び乙
の指定する者以外の者に対し 当 該特許権等の実施を
許諾することができるものとする。
第8条 甲は， 前条により特許権の実施を許諾すると
きは， 実施契約を締結の上， 実施料を徴収するもの
とする。
第9条 実用新案権及び実用新案登録を受ける権利に
ついては， 第 7条及び第 8条の規定を準用する。
同様式中
「甲 契約担当官
乙 」を
「 甲 契約担当官
富山大学事務局長 回
乙 固」に改める。
附 則
この規則は， 昭和59年12月 1 日から施行する。
砂富山大学受託研究 取扱規則の改正理由
奨学寄附金， 受託研 究費等の適正な 取扱いにつ いて
（昭和59年 2 月 20日付け文会総 第142号 通知）に基づ
き， 富山大学における受託研究の適切な実施を図るた
め， 所要事項を改める。
富山大学における購入物品の機種選定 に
関する取扱要項の制定
富山大学における購入物品の機種選定に関する取扱要項が， 次のとおり制定されました。
富山大学における購入物品の機種選定 に関する取扱要項
（趣 旨）
第 1 条 富 山大学（以下 「本学」という。）において購
入する物品の機種選定に関する取扱いについては，
この要項の定めるところによる。
（ 定 義）
第 2条 この要項において「部局」とは， 事務局， 学
生部， 各学部， 教養部， 附属図書館， トリチウム科
学セ ンタ一， 保健管理センター， 経営短期大学部及
び学内共同利用施設をいう。
2 この要項において「部局長」とは， 前項の各部局
の長（ 経営短期大学部にあっては主事）をいう。
（ 委員会）
第 3 条 購入する物品の機種， 銘柄の選定を適正 に行
うため， 必要な都 度本学又は部局に機種選定委員会
（以下 「 委員会」という。）を置く。
2 委員会は， 委員長及び委員 をもって組織 し 委員
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長は委員の互選により選出する。
品崎ーチ
3 委員長は， 必要と認めた場合、 委員以外の者を委
員会に出 席させ， 意見を聴くことができる。
（委員の委嘱）
第 4条 本学に置く委員会は， 学長の諮問に応じ， 2
部局以上の共同利用に係る物品についての機種選定
を行うものとし， その委員は， 関係部局の教官各 2
名ないし5 名を， 部局長の推薦により学長がその都
度委嘱する。
2 部局に置く委員会は， 部局長の諮問に応じ， 当該
部局に係る物品についての機種選定を行うものとし，
その委員は， 教官 3 名ないし 5 名を， 部局長が その
都 度委嘱する。
3 部局長は， 前各項に規定する委員の推薦及び委嘱
については， 教授会（卜リチウム 科学センタ一， 保
健管理センター及び学内共同利用施設にあっては運
営 委員会）の意見を徴した上で行うものとする。
4 事務用に供する物品については， 委員会の委員を
事務官とし， 第 l項及び第 2項の規定を準用する。
この場合における委員の推薦及び委嘱については，
事務協議会の意見を徴した上で行うものとする。
（機種選定の諮問）
第 5 条 委員会の審議対象は， 原則として価格が 300
万円を超える物品とする。 ただし， 5 00万 円未満の
昭和59年度第2団体育部会（ 1 1月 5 日）
（ー審議事項）
諸
(1）昭和 59年 度合宿研修 ・ スキー講習会について
県内高等学校 と 大学 と の懇談会（ 11月 6 日 ）
（懇談会次第）
(1)昭和60年 度富 山大学入学試験について
(2）富 山大学（各学部・学科（課 程））及び経営短
期大学部等の紹介
(3）懇 談
昭和59年度第1回文化部会(11月8日）
（審議事項）
(1）文化祭について
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物品であって， 学長又は部局長が委員会に諮問する
必要がないと認めた場合は， 複数の者を指 名するこ
とにより機種選定を行うものとする。
（任 務）
第 6 条 委員会は， 購入しようとする物品について，
次の各号に掲げる事項を審議し， 物品の機種を選定
するものとする。
(1) 物品の仕様， 規格及び性能等に関すること。
(2) 類似機器に関すること。
(3) 使用目的と機種選定との関連に関すること。
(4) その他必要と認める事項
（報 告）
第 7条 委員会は， 購入する物品の選定を決定したと
きは， 選定理白書を作 成し， 審議録等の関係書類を
添付して， 学長又は部局長に報告書を提出するもの
とする。
（準用規定）
第 8条 第 5 条ただし書に定める機種選定については，
第 6 条及び第 7条の規定を準用する。
（ 庶 務）
第 9 条 委員会の庶務は， 当 該物品の管理に当たる部
局の会計担当係において行うものとする。
附 則
この要項は， 昭和 59年12月 1 日から実施する。
議
昭和59年度第7国学寮補導委員会（ 11月 9 日）
（報告事項）
( 1 ）寮生との「話し合い」の結果について
（審議事項）
(1）水道料 問題について
昭和59年度第1回富山大学情報処理センター運営委員
会（11月9日）
（審議事項）
(1）センタ一長の推薦
(2）センターの運営について
昭和59年度第4団事務協議会（ 11月12日）
（審議事項）
' ， 
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(1）電話交換業務の民間委 託について
(2）富山大学における購入物品の機種選定に関する 取
扱要項（案）について
昭和59年度第4回学園ニュース編集委員会（11月12日）
（審議事項）
(1）第46号学園ニュー スの編集につい て
昭和59年度第5回附属図書館商議会（11月12日）
（審議事項）
(1）基本参考図 書の部門見直しにつ いて
昭和59年度第5回入学試験管理委員会（11月13日）
（報告事項）
(1）昭和60年度富山大学入学試験 問題作 成委 員につい
て
（審議事項）
(1）昭和60年度富山大学学生募集要項（付大学案内）
（案）について（継続審議事項）
(2）第 2次の学力 検査試験 問題冊子の持ち帰りについ
て
昭和59年度第3固授業料等減免選考委員会（11月13日）
（審議事項）
(1）昭和 59年度後期分授業料免除について
(2）富山大学大学院研究科及び 専攻 科の入学料免除の
学業 成績に関する基準について
昭和59年度第4回補導協議会（11月13日）
（報告事項）
(1)補導協議会委員について
(2）文化部会 3 号委員について
(3）体育部会 3 号 委 員について
（審議事項）
(1）昭和 59年度合宿研修 ・ ス キー講 習会について
(2）文化祭について
(3）昭和 59年度厚生補導担当教官研究会について
発明委員会(11月15日）
（審議事項）
(1）職務発明の承継につい て
報
第253号
昭和59年度第4回入学者選抜方法研究委員会専門委員
会（11月17日）
（審議事項）
(1）入学者選抜方法の改善に伴う昭和 58年 度以降の調
査 研究事項について
第45回構内交通対策委員会 （ 11月22日）
（審議事項）
(1）自動二輪車専用駐車場設置に伴う構 内 交通規制の
実施について
事務改善委員会組織 ・ 機構部会（第3回） ( 11月 29日）
（審議事項）
(1）事務改善について
昭和59年度第 4回大学院委員会（11月30日）
（審議事項）
(1）昭和 60年度富山大学大学院理学研究科（修士課 程）
及び工 学研究科（修士 課 程）第 2次学生募集要項
について
昭和59年度第7回評議会(11月30日）
（報告事項）
(1） 国大協 第75回総会について
(2）昭和 60年度富山大学大学院理学研究科（修士課 程）
及び工 学研究科（修士 課 程）第 2次学生募集要項
について
(3）学生の動向につい て
（審議事項）
(1）富 山 大学構 内 交通規制に関する暫定要項の 一部改
正（案）について
(2）富 山 大学において任用する外 国人教員 の任期に関
する規則の制定（案）につい て（継続審議事項）
(3）富 山大学受託研究 取扱規則の 一部改正（案）につ
いて
(4）昭和60年度富山大学学生募集要項及び 富山大学案
内について
(5）昭和60年度富山大学文学専攻科， 教育専攻科及び
経済学専攻科の学生募集要項について
(6）学生の除籍について（教養部）
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学 事
昭和60年度富山大学学生募集要項
本学は， 昭和60年度の富山大学学生募集要項を12月 4日 （刈 に次のとおり発表しました。
1 募集人員
昭和60年度富山大学学生募集要項（抜粋）
消印有効）
o人文学部 1 70名（人文学科90名， 語 学文学科80名）
0教育学部 240名（ 小 学校教員 養 成課 程 140名， 中
学校教員 養 成課程 50名， 養 護 学
校教員 養 成課程20名， 幼稚園教
員 養 成課 程30名）
0 経済 学部 300名（ 経済 学科 120名， 経営学科 120
名， 経営法 学科60名）
0理学部 180名（数学科40名， 物理学科40名， 化学
科40名， 生 物学科30名， 地球科学
科30名）
o工 学部 30 5名（電気工 学科 50名， 工 業化学科45名，
金属工 学科40名， 機械工 学科50名，
生産機械工 学科40名， 化学工 学科
40名， 電子工学科40名）
（注 ） 1 経済 学部の募集人員（300 ） には推薦入
学によ る合格予定人員を含む。
2 理学部物理学科の募集人員 （40 ） には第
2次募集人員( 10）を含む。
2 出願期間
昭和60年2月 9 日仕 ） から 2 月1 5日幽まで。( 1 5日
寸，，，一与 音E 学科 ・ 課程（専攻 教科 ）
教 科
受 付は 午前9時から 午後 5時まで。 ただし， 土曜
日は正 午までとし， 日曜日及び 祝日は受 け付けない。
3 検査 期日
昭和60年 3月 4日 （月）
（教育学部 小 学校 ・ 養 護 学校・幼稚園教員養 成課
程の実技 検査は， 3月 5 日 （刈）
4 検査場
。 人文学部 検査場 教 養 部（富山市五福）
0教育学部 検査場 教育学部（富山市五福）
0 経済 学部 検査場 経済 学部（富山市五福）
0理 学 部 検 査場 理 学 部（富山市五福 ）
o工 学 部 検 査 場 工 学 部（高 岡市中川園町 ）
5 入学者の選抜方法
入学者の選抜は， 共通第 1 次学力試験， 第 2次の
学力検査 ， 調査 書及び健康診 断 を 総合して判定する。
6 検査教科 ・ 科目
検 査 教 科 ・ 科 目
科 目
人文学部
国
外国
語
語 英 国語語う A ・ ・英 国ら 語語英 g B, ドそイツ他語 ，I 朝科鮮語目選，択中国語 ， ロシア語の ちか 読まは2. の まl
数
芸
国
外国
語
学語
術
代
体
国
英
音
美
語 数
語
楽
栢
育
I 何
国
英
語 II
小 学 校 教 員 養 成 課 程
笑
実
実
II
幾
技
技
技
，
語
基n唖B 解
析 1教科選択
教育学部 養 護 学校教員 養 成 課 程
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 1干斗目i皇室拶ミ
保健 体育
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教育学部
（国 語 ， 社会 ， 英 語）
（数学， 理科， 家庭， 技術）
（音 楽）
（美 抗守）
（｛；呆 健 体育）
経済 学部
学
国
外国
語
語
数
外国
学
語
芸 都1
:;-;; 体1
保健 体育
数
外国
学
語
報
英
国 語
語li
・
・ 英
国 語
語ii B 
代
英
数
語・
幾何英
，
語基
礎解析
II ・ II B 
音 楽実 技
美術
実 技
体育
実 技
代
英
又
数
語
は
・幾何英基礎解析科選II ・ 言雪ロ吾五広， II B 2 3日，回、ドイツ 1手斗目
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1教科選択
1教科選択
1教科選択
数 ：主子4 科 数 学 代数・幾何，基礎解析，微分・積分，確率・統計
物 理 Aナ主ゐ 科
数
理 干
品－主r
斗
左． 代
物
数
理 ・
幾何，基礎解析
理 学 部 化
会寸1ー． 科
数
理
学 干斗
代化数
学
・幾何，基礎解析
生 物 寸，.，，ー． 科
数
理手
で品主「
斗
ん 代
物
数
理，
・
化
幾何
学
，
，基生
礎物解の
析
うちから1科 目選択
地 球 科 寸主且 ．ー 千キ 数理 学 干斗
代
物
数
理，
・
化
幾何
学 ，
，
地
基礎
学
解
の
析
うちから1科 目選択
揖
電
生
電 産気
械子構
工
工械
工
工
学
学
学
学
科
科
科 科
数 ＝四子． 代数・幾何，基礎解析
理 平寺 物理
工 学 部 数
理 手ー,>ll「斗． 
代化数
学
・幾何，基礎解析ユ二 業 H二 主－主r4 干斗
イ金ヒ 属学
ユニ
学
Aでi「ん 平
平
斗i十 理
数 学
手斗
代
物
数
理．・
幾
化何学
，
の
基
う
礎
ち
解
か
析
ら1科 目選択主
（注）
1 教育学部志願者
(1) 第 2志望とすることができる課程， 専 攻教科は次のとおりである。
第 l志望の課程 （専攻） 第 2志望とすることができる課程 （専攻）
養
小
幼護
学
稚 学
校
園
校
教
教
教
員
員
員
養
養
養
成
成
成
課
課
課 程
程
小
数
国
英
学
語
学
語
位
で
で
で
受
教
受
受
臨
瞳
駐
員 養
す
す
す
成
る
る
る
者
謀
者
者
程
は
は
は
，
，
，
，
養
中
中
中
学
学
学
護学
校
桂
校
位
教
教
教
教
員
員
員
養
養
養
員 養
成
成
成
成
課
課
課程
課
（
〈
（
数
英
及
国
国
語
学
語
語
u劫
，
，
．
）
税
社
理
社
会
科
園
会
，
教
，
，
家
数
員
英
養
語
睡
学，
成
，
）
理
課
技
科
術
相
，
）
家
互
庭
聞の
，
他
技 術
に
． 
中
（国
学
語
校
，
教
社会
員
，
養
英
成
語
課
）
程英
国 語
語
で
で
受
受験 験
す
す
る
る
者
者
は
は ，
中
中
中
学
学
学
校
校
校 教
教
教
員
員
員
養
養
養
成
成
成
課
課
課程
（
（
（数
国
国
語
語
学
，
，
，
社
社
理科
会
会，
，
，
英
英
家
語
語
庭 ，
）
）
相
相
技
互
互
術
間
）
の他に
中
（数
学
学
校
， 理
教
科
員
家
養
庭
成
，技
課
術
程
） 
数
英
学
語
で
で
受
受
験
験
す
す
る
る
者
者
は
は ，， 中
中
中
学
学
学
校
校
校
教
教
教員
員
員
養
養
養
成
成
成
課
課
課
程
程
（
（
（
数
数
国
学
学
語
，
，
，
理
理
社
科
科
会
，
，
，
家
家
英
庭
庭
語
，
，
）
技
技
術
術
）
）
相
相
互
互間
間
の他に
0中学校教員養 成課程 （音楽， 美術， 保健体育）は， 第 2志望を付す ことはできない。
2 工 学部志願者
(1） 「 化学」で受験する者に は， 工 業化学科， 金属工 学科及び化学工 学科の3 学科問でのみ第 2志望を認め
る。
(2 ） 「物理」で受験する者に は， 工業化学科を除く 6 学科に わたり第 2志望を認める 。
7 志願者カード
本学所定の用紙により， 志願者カードの記入上の注意を参照のうえ必要事項を記入 ・ マーク し て入学願書とと
もに 提出すること。
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8 配 点
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教 科等 区 分 国 語 宇土 �合Z 五、 数 学 理科 外国語 検実 査技 ノj、 言十 合 計学部（学科課程）
共
第
通第1次 100 100 100 100 100 500 950 人 文 P寸且4． 音B 2 渉ζ 250 200 450 
教養
小
幼護
学
稚 学
校
掴
教
教
教
員
員
員
養
養
養
成
成
成
課
課
課程 共
第
通第1次 200 200 200 200 200 1,000 1,400 2 主大 200 200 200 200 400 
育
中
（国
学
語
校
，
教
社
員
会
養
．
成
専
英
課
語攻
程
） 共第通第1次 200 200 200 200 200 1,000 1,400 2 与え 400 400 400 
中
（数
学
学
校
，
教
理
員
科
技
養
，
術
成
専
家
課
庭攻
程
，） 共通第1次 200 200 200 200 200 l .�gg 1,400 学 第 2 次 400 400 
部
中
（ 音
学
楽
校教
保
美
員
健
術
体
養
育
成
専
課
攻
程
共通第1次 200 200 200 200 200 1,000 1,400 第 2 次 400 400 
音B 共第通第21次次
100 100 100 100 100 500 800 経 済 寸，，＿，＿ι 300 300 300 
共通第1次 200 200 200 200 200 1,000 1,400 理
数 学 手斗 第 2 次 400 400 
寸且ιー 物
fl::; 
理 ：出ヲこ．ー
干
手
干
干
斗
斗
斗
斗
共通第1次 200 200 200 2α） 200 1,000 学 1,400 者E 生 球
物
科
学
学 第 2 次 200 200 400 土也
ふ寸温ー． 音E 共通第1次 200 200 200 200 200 1,000 1,400 工 第 2 次 200 200 400 
9 合格者発表
昭和60年3 月 13日附 午前9時
本学（ 富山市五福）及び工学部（高 岡市中川園町）
に掲示し， かつ， 本人に通知する。
10 経済学部推薦入学学生募集要項
(1) 募集人員
1 5名以内
(2) 出願資格及び推薦の要 件
高等学校の専門教 育を主とする学科（いわゆる
職業科）を 昭和60年3 月卒業見込みの者で， 次の
各 号に該当する者
ア 人物， 学力， 健康におい て優れ， かつ， 勉学
意欲が旺盛であり， 高等学校長が責任を もっ て
推薦できる者
イ 高等学校の 最終年次における成績が所属学科
の上位10%以内の者
(3) 推薦人員
1高等学校につき 2 名以内
(4) 出願期間
昭和60年1 月 5 日（士）から1 月11日幽午後 5時ま
でに必着のこと。
受 付は午前 9時から午後 5時まで。 ただし， 土
曜日は正 午までとし， 日曜日は受け付けない。
( 5) 入学者の選抜方法
推薦入学者の選抜は， 共通第 l 次学力試験及び
第 2次の学力検査を免除し， 推薦書， 調査書， 小
論文及び面接の結果を 総合して判定する。
ア 選考期日
昭和6 0年1 月23日制下記により 小論文を 課し，
面接を 行う。
なお， 小論文作成のための資料には， 英文が
含まれる。
時間 I 9 : oo I 9 : 30～ 1 1  : 10 I 13 : oo～ 
事項 ｜ 集 合 ｜ 小 論 文 ｜ 面 接
イ 選考場所
富山大学経済学部（富山市五福）
(6） 合 格者発表
昭和60年3 月 13日榊午前 9時本学（ 買山市五福）
に 一般の受験者と区別なく同時に掲示し， かつ，
本人に通知する。
11 理学部第 2次学生募集要項
理学部物理学科では， 入学定員 の一部についてあ
らかじめ これを留保し， 第 2次募集を行う。
ハU
尚早J
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(1) 募集人員
理学部物理学科10名
(2) 出 願資格
大学入学資格を有し， 昭和6 0年度共通第 l 次学
力試験の全教科を受験した者で， かつ， いずれの
国立大学にも合格していない者
(3) 出 願期間
昭和 60年 3 月22日制から 3 月25日（！ J)午後5 時ま
でに必着のこと。
受 付は， 午前9 時から午後 5時まで。 ただし，
土曜日は正午までとし， 日曜日は受け付けない。
(4) 入学者の選抜方法
入学者の選抜は， 共通第 I 次学力試験， 調査書
及び健康診断 を総合して 判定する。
報
ア 第 2次の学力検査
第 2次募集では， 第 2次の学力検査は行わな
いが， 入学後の授業は， 数学（代数・幾何， 基
礎解析）及び物理が履修されていることを前提
に開始する。
第253号
イ 共通 第 l 次学力試験の配点
教科 ｜ 国語 ｜ 社会 ｜ 数学 ｜ 理科 ｜ 外 国 語 ｜ 計
配点I 200点I 200点I 400点 I 400点 I 200点 I 1,400点
(5) 合格者の発表
合格者は， 昭和60年3月29日（斜午後 4 時本学
（富山市五福）に掲示し， かつ， 本人に通知する。
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 寄 任 命権者
採 用 59 11. 19 関 衣美子 事務補佐員（附属図書館） 富山大学長
与キ 仔： 59. 12. 1 贋 田 忍 講師（教育学部） 助教授（教育学部） 文 部 大臣
降 職 59. 11. 30 ノill.、～ 本沖木く 主百主干手 ニ寸ょ一 事務補佐員（附属図書館） 辞職を承認する 富山大学長
退 職 59. 12 l 高 見 玲 チ 教諭（教育学部附属養護学校） 昭和59年11月30日限｝）任期満了により退職した II 
学 内 諸 報
文部省永年勤続者表彰
昭和59年度文部省永年勤続者として， 本学から次の 勤続20年 経 理部主計課 長 阿部 利夫
方々が表彰されました。 II 経 済学 部 事務長 石野 倶行
II 附属図書館事務長 早崎 寛成「：.：.：.：：.＝：：.：..：：.中＝:...::o:.:;＝＝中中中平中中山中中�＝＝中宇中中中平宇中中山中＝1
！ ＠ 退庁， 退室の際に は， 戸締りの徹底 ・ 電気， ガス � 
� の消 し 忘れ， タバコの吸殻の後始末に十分注意 し ， i 
！ 盗難の防止・火災の予防に心がけま しょ う グ � 
! @ 電気， ガス， 水の省エネ ・ 省資源に協力 しま しょ ! 
� 
� 
うグ
－Eム
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海 外 渡 航 者
渡航の種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 問
同定問題， モデル化， シ ミ ュ
レーションに関する 国際シン
ポ ジウム （A I MS; 84 ニュ 59. 11. 8 ーオ リンズ） に出席， 講演を
外 国 出 張 工 学 部 E力 手 村井 忠邦 アメ リカ合衆国 行う。 59. 11. 22 またニューオ リンズ大学， ア
リゾナ大学， カ リフ ォルニア
大学・ロサンゼルス 分校を訪
問して， 情報交 換と資料収集
を 行う。
情報処理センターの新営その他工事
本学情報処理センタ一新営 その他工事 は， 旧計算機 雄進電気工事 株式会社 （電 気 ）
センター の 一 部を 取 り壊して去る 7 月に着工され， 11 北陸設備工業株式会社 （設 備）
月に竣工しました。
請負業者 建物面積 29lm' 2 階建 （新 営 ）
石坂建設株式会社 （建 築） 658m' II （改修 ）
特殊端
末
Yi
研究開
発注
オープン出力室
併
究
用
端
末
ま
！
事
務 室プログラム相談室
1 階平面図
講義室・会議室
計算機室
学生実習室
2階平面図
円41aA 
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〈教職員文化展〉
富山大学レクリエーション委員会 （文化部会）
部省共済組合富山大学支部 共催による昭和59年度教職
員文化展が次のとおり開催されました。
開催日 11月7日（水）～ 9日 （金）
場 所 学生会館
展示作品 華道班19点，手芸班20点， 書道班13
点絵画班10点，写真班 9点，
・文
学内レクリエーション
本学レクリエーション委員会体育部会所属の野球班
主催による昭和59年度学内野球大会が， 去る10月 1日
（月）～11月6日（火）までの間約70名の参 加者を得て，本学
グラウンドにおいて実施されました。
なお，成績は次のとおりです。
勝 経済・ 図書・短大チーム
人文学部・理学部チーム
経済・ 図書・短大
〈野球大会〉
盆景
I1I 9点
。
教養部
2 
2 
本
部
経済・図書・短大
7 
。
工学部
勝
教育学部人文学部・理学部
3 
｛憂
次
昭和59年度全国公務員レクリエーション
共同事業富山地区車球大会
昭和59年度国家公務員レクリエーション共同事業富
山地区卓球大会が，去る11月22日倒不二越体育館にお
いて，富山県陸運事務所の当番で開催きれました。
競技は午前10時から始まり，各フホロック毎に予選リ
ーグ戦を行い，各フゃロック上位 （ 3チーム）による決
勝トーナメント戦で勝敗を決する方法により，富山医
科薬科大学Bチームが優勝しました。 本学からは（A),
それぞれ富山医科薬
〈バドミントン大会〉
本学レクリエーション委員会体育部会所属のバドミ
ントン班主催による昭和59年度学内バドミントン大会
が，去る12月1 日（J）約75名の参加者を得て第1体育館
で実施きれました。
なお， 成績は次のとおりです。
勝 工学部チーム1憂
(B）の2チームが参加しましたが，
科大学チームに敗れ，（A）チームは3位となりました。
教養部チーム勝次
なお，成績は次のとおりです。
勝 富山医科薬科大学Bチーム
富山医科薬科大学Aチーム
富山大学Aチーム
勝
位
｛憂
次
3 
〈将棋大会〉
本学レクリエーション委員会娯楽部会所属の将棋班
主催による昭和59年度学内将棋大会が，去る11月17日
仕)13名の参加者を得て職員会館で実施されました。
なお，成績は次のとおりです。
A級
優 哲治 （人文学部・理学部）
清徳 （工学部）
能手
前川
勝
知司｜ （人文学部・理学部）
清治 （教養部）
山田
勝
勝
次
B級
｛憂
LAT ムま刈1
13 -
勝次
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寄 稿
〈カナダの中部平原の町〉
この（昭和田年）夏から秋にかけて 2 か月間， 穀類
の貯蔵問題についての研究と調査のため北米大陸の6
つの大学を歴訪した。 期間中， カナダ、のサスカトーン
市に 2 日間， ウィニペグ市に41日間滞在した。 世界の
穀倉地帯でもある北米大陸の大平原のこの 2 つの都 市
で見聞したことを思い返してみる。
8月29日， 最初の訪問地パンクーパーから空路サス
カトーンに向った。 万年雪にかがやくカナデアンロッ
キーの峰々を眼下 に眺めているうちに山並みも途切れ，
やがて広大な平原の上空にさしかかった。 碁盤目状に
仕切られた穀物畑のあちこちから煙が立ちのぼってお
り， それが視野をせばめていつしかロッキ一山脈も見
えなくなる。 緑の多いパンクーパーとは対照的に平原
は薄茶色に見えた。
人口10数万の都市サスカトーンの空港設備の規模は
富山や 小松よりもはるかに大きい。 これは大陸の航空
路が発達しているためであろっ。 空港ビルを出ると夏
服には外の風が冷たく， 緯度の高い所にいるという実
感が湧く。
南から北に流れるサスカチワン川の西側にダウンタ
ウンがあり， その東側にサスカチワン大学がある。 大
学内には由緒ありげな古い建物と近代的ビルが混在し
ている。 夏休みのせいか構内には人影も少なし 臆病
そうに動きまわるりすの姿が目を引いた。
ひるの聞はサスカチワン大学のSokhansanj教授お
よびSosulski 教授と行動を共にした。 そして 一晩ず
つ 両教授宅に招待きれた。 両宅は共にダウンタウンの
北数キロの新興住宅地にあった。 付近の道路はなぜか
カーブが多く見通しがよくない。 広大な平原で区画整
理された住宅地は広々としていて公園の中に家がある
ようなものと想｛象していたが， そうではなく， とても
庭にプールを作る余裕はなさそうである。 家は木造 2
階建のものが多いが， 2階建てにしては屋根が低〈思
われた。 その秘密は家に入るとすぐわかる。 一階が半
地下になっているのである。 その理由は聞かなかった
が， 厳しい冬の寒きを防ぐためであろう。 Lかし， 一
階（半地下）の窓枠の下辺が地面に接しており， 雪が
積もったらどうするのかと気になる。 これは日頃雪に
悩まされている者の業であろうか。
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工 学部助教授 山 口 信 吉
2日目は両教授と共に市の北方 100キロ余の機械化
研究所に赴いた。 市の東数キロを通るハイウェイを北
上する。 5戸， 3 戸と集まっている農家も市から遠ざ
かるほどにぽつんと1戸だけとなる。 富山の散居村と
異なり， 農家の住居は諸施設に囲まれ目立たない存在
となっている。 事実， 住居の建物は富山の農家のよう
に塵史を感じさせる重厚きはなく， 一口で言えば安っ
ぽい造りのようだ。
ハイウェイは真直ぐ北に向っている。 カナダの平原
は平らで水平線のような地平線で固まれていると思い
描いていたが， 実際はかなり高低がある。 ハイウェイ
も所々でゆるやかな坂になっており， 畑には方々にク
リープと呼ぶ池（干上ったものもある）が点在してい
る。 防風林も多し それらは遠くからは村落のように
見える。 したがって， 広々とした展望はあるが 一望千
里という表現はあたらない。
研究所はフンボルトという町のはずれにある。 この
町は人口約2000で平原の中では大きい町に数えられる。
昼食時に行っただけであるが， 町のどこからでも囲り
の麦畑が広々と見え， 道路の両側には無造作によごれ
た自動車が停めてあった。 自動車を馬に置き替えれば
西部劇の町になるような気がした。
夕方， わずかの自由時聞を得てダウンタウンを歩い
てみた。 道路は格子状に配置されており， 建設中のビ
ルが目立つ 。 高層ビルが少ないため， 迷いたくても迷
いようのない町である。 近いと思って目標にしたビル
が歩いてみると意外に遠かったりする。 歩行者は少な
いが， 道路両側には車がずらりと並んでいた。 テ。パー
トに入ってみると割合い沢山の人々がいてなぜかほっ
とする。
ウィニペグはサスカトーンから空路で 1時間， そし
て時差1時聞の所にある。 機上から眺めると， 麦類収
穫の 最盛期を迎えた平原には農業機械がちらばってい
た。 そのうち， 平原の北の方に 公園 であろうか広大な
未聞こん地があらわれ， また， 大きな湖も見えてくる。
森林や湖畔の木々の緑は濃く， くすんでいた。
南北に流れるレ ッド川に西方からアシニボワンヌ川
が合流する所を中心にウィニペグ市が広がっている。
人口60万はカナダ第4 位であり， 空港も 一段と広い。
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緯度の高いこの地方では， 私の滞在した 9 月 から10月
にかけ ての季節の変化は早〈， 9 月末にわずかながら
積雪があった。 年に何回かはオーロラがみられ， 私の
滞在中にも 一回あらわれたそつだが， 夜中のことで私
は残念ながら気が付かなかった。
ダウンタウンからレ ッ ド川沿いにハイウェイが通っ
ている。 これを約10キロ南下し東側に入ると， 私が居
たマニトパ大学がある。 キャンパスの三方が蛇 行する
レッ ド川に固まれ ている。 格調高い古い建物の中に新
しいビルが点在し ている。 ここでもりすがよくあらわ
れ， ときにはうさぎを見ることもできる。
大学から 2 キロほど離れた， ハイウェイ沿いのモー
テルに私は滞在した。 ハイウェイの両側には切れ目な
くホテル， スーパーマーケッ ト， 商店街， 食堂などが
建ち並んでいる。 通りからは立派な街並みに見えるが，
すぐ裏は広い畑に続く雑草地になっ ている。 その様子
は， たとえば、富山の新 8号線と似ていなくもなし、。 た
だ， 駐車場が広いのて、車を持たぬ身にとっ てすぐ隣
の食堂さえ遠いと感じた。
マニトパ大学のMui r 教授宅には幾度も招待され，
夫人と 2 人の子供達も親しく歓待してくれた。 そこは
大学から約 1キロの芝の緑に囲まれた閑静な住宅地で
あった。 敷地はサスカトーンの住宅地と同様に予想し
ていたほど広くなし 道路の見通しもよくない。 住宅
地の道路を 一般通過車が通らないように設計されたも
のと思われる。
家は木造 2 階建 て（ 1階は半地下）で中に入ると広
〈感じた。 子供達は別々の部屋のほかに10数畳相当の
共通部屋を持っている。 中をくまなく見せてもらった
が， 3 ～4 .5畳程度の洗濯室， ミシン室． コート類収
納室のほかに， 驚いたことに漬物室まであった。 1～
2 リッ トルの広口 の透明びんに詰めたピッ クルと呼ぶ
キュウ リの漬物がずらりと並べ てあった。 ダイニング
キッ チンは最近のわが 国のものと変りはないが， レン
ジはガスでなく電熱であった。
この地方では私の見た限り， レ ンジだけでなくパス，
シャワーや暖房の熱源とし て電気が使われ ていた。 こ
れは電力が豊富で安価（ 1 kWH当り約 3 セントニ約6
円）なためであり， まことにつらやましいことである。
ただし， 真冬の暖房用にオイル燃焼装置を備えた家も
あった。
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ウィニペグはさすがに大都市 て1ダウンタウンには
近代的高層ビルが多〈， ビ ルの谷間には古いホテルや
教会などが残きれ ていた。 サスカトーンとの共通点は
歩 行者が少ないことと路上の駐車が多いことである。
また， デパートや博物館の中には結構人が集まっ てい
る。 わが国の都 市と 異なり， どこでも広い駐車場を備
え， さらに路上駐車が可能であるから街路を歩く必要
が少ないのであろう。
北米の他の大都市にあるよ7なチャイナタウンはな
いが， 郊外を含めて市内のいたる所に中国人の生活が
みられる。 また， スラム街に相当する所はないが， イ
ンデアン居住区があり， その人達の多くは保護政策に
頼ってあまり働かず比較的貧しい生活をしていると聞
かされた。 レ ッド川をt失んでダウンタウンの東側 にフ
ランス語を話す人達の町サン ・ ボニファスがある。 複
雑な英イ弗語系住民の確執の歴史を考えると， のどかな
町にも政治的な影をみる思いがする。
ここでは， そのほかさまざまな人種の人達を見るこ
とができる。 しかし， 表面的には人種差別は全く認め
られなかった。 私は大学， 市内あるいはドライブ先で
多くの人達に接する機会を得たが， 私が日本人である
と知ると， 彼等は例外なく親愛の感情を体で表してく
れたような気がする。 しかし彼 等はわが 国に興味を示
す割には， 工業製品以外の日本についてはとんど知ら
ないのも事実である。
ウィニベグ滞在後， トロント， ニューヨークおよび
サンフランシスコという北米の代表的な大都市を訪れ
た。 それらの都市のダウンタウンには歩 行者があふれ
ており， 平原の町ではついぞ見かけなかった物乞いの
姿も珍らしくなかった。 知人は別として， 街の人達は
温かさに欠け ているように感じられた。 それとは対照
的に， 明るく て親切であった平原の中の町の人々の笑
顔がなつかしく思い出される。
砂筆者は， 文部省短期在外研究員として， 昭和59年
8月27日から昭和 59年10月 26 Bまで2か月間貯蔵
過程 における穀類層内の熱と物質の移動に関する
研究と調査のため， カナダ及びアメ リカ合衆国へ
外 国出張されましたので， 特に寄稿を御依頼した
ものです。
Fhd 噌EA
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職 員 消 息
〈故 姓〉 講 師 角森 正 雄
人文学部 ・ 理学部
文部事務官 尾崎 美幸
（旧姓 塚原）
〈新任者〉
附属図書館
事（受務入
補
係
佐
） 員 関
衣美子 理学部
教 授 松浦 郁也
〈住所変更〉
庶務 部
文部事務官 宮原 進
助 教 授 安田 祐介
人文学部 ・ 理学部
文部事務官 下 回 誠一 助 教 授白 山口 晴司
教育学部
助 教 授 丹羽 洋介 工 学 部
教 授 井 村 定久
事務長補佐 永森 俊 夫 助 教 授 古谷 嘉志
経済学部 E力 手 蓮覚寺聖 一
co 可EA
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文 部 技 官 米山 嘉 治
教 養 部
講 師 稲田 篤信
〈住所表示変更〉
教育学部
附属＋·学校教諭 斉藤 昭
附属小学校教諭 北 岡 勝
報 第 253号
文部事務官 作井 功
工 学 部
助 手 富 腰 隆
〈電話新設〉
庶 務 部
文部事務官 長田 昭夫
〈電話番号変更〉
教 養 部
教 授 小島 覚
主 要 行 事
本 部
11月 2 日 国立大学等庶務部課長会議（於 東京大学）
会計係長会議
5 日 第 2 団体育部会
6 日 県 内 高等学校と大学との懇談会
6 ～ 7 日 昭和59年 度国立学校広報 ・ 文書研究協議会
（於 大阪教育大学）
6 - 8 日 第22回全国厚生 補導研究集会
（於 岩手大学）
7 ～ 9 日 教職員 文化展
8 日 第 1 回文化部会
部課長会議
9 日 第 1 回情報処理センター運営委員 会
第 7 回学寮 補導委員会
第25回文部省、共済 組合北陸地区事務打合せ
（於 金沢大学）
12日 第 4 回学園 ニ ュ ー ス 編集委員 会
第4 団事務協議会
13日 第 5 回入学試験管理委員会
第 3 回授業料等減免選考委員会
第4 回 補導協議会
県 内 国 立学校等人事担当係長打合せ会
（於 富山医科薬科大学）
15 日 発 明 委員会
15～16 日 国大協第75回総会（於 学士会館）
16 日 第42回国大協事務連絡会（於 学士会館）
県 内 国 立学校等人事担当課長会議
（於 富山医科薬科大学）
円i
昭和59年12月 1 日発行 学
1 7 日 第4 回 入学者選抜方法研究委員会専 門 委員
.6.. 
Zス
学内 将棋大会
19～ 22日 昭和59年 度厚生補導事務研修会
（ 於 側大学セ ミ ナー ・ ハウス ）
20日 北陸地区大学学生部懇談会（於 福井大学）
21日 奨学金返還説明会
22日 第45回 構 内 交 通対策委員会
庶務係長会議
R 連盟卓球大会 （ 於 不二越体育館）
29日 事務改善委員会組織 ・ 機構部会（第 3 回 ）
30日 第4 回大学院委員 会
第 7 回評議会
11月 1 日 紀要委員会
7日 コ ース 対抗 ソ フトボール大会
12日 大学院設置推進委員会
14 日 教授会
21日 学部（拡大） 教務委員会
｜ 教 育 学 部 1
報 第253号
会（於 金沢市 ）
29～30日 日 本教育大学協会北陸地区第 二部会教育実
践研究指導部門 研究協議会（於 富 山 大学 ）
経 済 学 部 ｜
11月 7日 人事教授会
学部補導委員会
教授会
12日 助 手室業務運営委員会
15日 昭和59年 度秋季国立11大学経済 ・ 経営学部
長 及び事務長会議 （ 於 富 丘会館（東京 ））
20日 論集委員 会
21日 学部教務委員会
学部施設整備委員会
教授会
理 学 部
11月 7日 学部補導委員会
21日 教授会
理学研究科委員会
24日 京都大学博士研究員
11月 ウ ェ ルナー ・ トックマンテル氏講演会
1 ～ 2 日 日本教育 大学協会北陸地区 第一部会 ・ 第 二
部会合同会議 （ 於 信州大学 ）
7 B 人事教授会
12日 教育実践研究指導 セ ン タ 運ー営委員 会
14日 学部将 来計画委員会
学部教務委員会
教授会
15 日 教育実習 運営協議会
16日 附属養護学校 公開授業研究会
17日 国立大学教育学部教育実習 連絡協議会
（於 京都教育大学 ）
19日 職業補導 委員 会
21日 人事教授会
全国 国立大学附属学校園副校園 長会研究会
（於 金沢市）
21～22日 日本教育大学協会第 二部会美術部門 全 国協
議会（於 那 覇市 ）
22日 全国 国立大学学部附属学校管理運営等協議
11月
1 ～ 2日 国立大学46工学系学部長会議（於 那 覇市）
9日 事務連絡会
16日 共通機器運営委員会
21日 工学研究科委員会
専 任教授会
28日 北陸信 越工 業教育協会富山県 支部評議員会
並びに総会
学部改革検討委員 会
図 書委員会
教 養 部
QO 
11月 6 日 講演会
昭和59年12月1日発行
演題 ： レ ー ザーの世界
講師 ： 櫛 田孝 司 氏
（大阪大学理学部教授）
学
7 B 紀要委員会
14日 予算委員会
内地 ・ 在外研究 員 に 関する委員 会
21日 教授会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
1 1月 8日 電算化ワーキン グ グ ループと富士通 S E と
の打合せ
12日 第 5 回商議会
15日 昭和59年 度北信 越地区国立大学図書館事務
担 当 者会議 ・ 研修会（於 福井 医科大学）
15 ～16日 昭和 59年 度北信 越地区国立大学附属 図書館
事務（部 ・ 課） 長会議（於 福井大学）
29日 電算化ワーキン クグループと富士通S E と
の打合せ
ト リ チウム科学センター
報 第253号
1 1月26日 ト リチ ウ ム科学セ ン タ ー運営委員会
｜ 保 健 管理センタ ー ｜
1 1月
20～22日 第22回全国学生相談研修会
（於 国 立教育会館）
28日 臨時健康診断 （スキー 講習会参加者）
28～29 日 第22回全国大学保健管理研究集会
（於 神戸国際会議場）
健康づく り の集い（心の病気， 精神衛生）
30日 昭和59年 度 （第12回） 国立大学保健管理セ
ンタ一所長会議（於 神 戸商工会議所）
｜ 経営短期大学部 ｜
1 1月 1 B 第8回教授会
第 5 回将来構想委 員 会
12日 第3回授業料等減 免選考委員会
15日 第2回入学者選 抜学力 試験委 員 会
21日 第6回将来構想委 員 会
22日 第9 回教授会
第3回教務委員 会
＠ 積雪 ・ 凍結時の 自 動車等の運転は， 極力取 り 止め
ま し ょ う ．グ
＠ 積雪時 は， 構内除雪の障害 と な ら な い よ う 駐車 に
注意 し ま し ょ う ．グ
＠ 構内での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究 に 支 障 を
来 さ な い よ う 安全運転 に努め定 め ら れた 交通方法，
歩行者の安全及び騒音防止に努め ま し ょ う ．グ
Qd 唱EA
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資 料
昭和60年度 に 開催予定の主要会議及 び大会行事予定表
期 間
月 日 名 車か 主 催 者 名
5 15～ 17  軽金属学会第68 回春期 総会 軽 金 属 学 会、
fl 16～ 1 7  第22 回 人 文系学部長 会議 富 山 大学人 文学部
fl 21 ～ 22 教
昭和養間60年部
度長全・ 事
国
務
国協
立議大学会 富 山 大 学 教
養 部
6 未 定 理北事
陸信
会
越・ 評
工議業員教会
育・
協
通会常総会
北協 陸会
信富 越山
工
県
業支教部
育
5 月 又 は 6 月 評日 議本 教員 会
育大学協 会北陸地区 富 山 大学教育学部
7 / 30 ～ 8 / 1  日 本科学教育 学会第 9 回年 日 本科学教育学会f: 
9 / 30～ 10/ 3 ・ 日 本数学会秋季総合分科会 日 本 数 学 会－ 数学教育学会例会
10/ 7 ～ 10/ 9 化第学18討図論非会構ベ造ン有ゼ機化ン学系討芳論香会族 有
日
日 機本
本
合成化
薬
化学
学学協
会会会
10/ 14～ 10/ 17 日 本 雪i氷耳
b‘ 学会 （ 全国 大 会 ）
秋季大 日 本 雪 氷 学 会
10 上 旬 会日 本・ 研
音楽究
教
発
育
表
学
会
会 第 16 回総 日 本音楽教育学会
II 中 旬 シ ェ イ ク ス ピ ア 学会 日 協本 シ ェ イ ク ス ピア 会
10 月 ～ 1 2 月 歓
第 3
芸
5
術
回 北
祭
陸三 県 大学学生交 富 山 大 学 （ 主管 ）
1 1  未 定 昭国和立6学咋校度広報東海・ 文・ 北書研陸究・ 近協議畿会地区 文 部 省 ・ 富 山 大学
-- 20 -
� 場
富 山 大 学 工 学 部
富 山 大学 人文学部
富 山 第 一 ホ テ ル
未 疋，.』咽・
富 山 大学教育学部
ほ か
富 山 大世子教教
育養学部部
邑 山 大 寸ぷゐ-
II 
富 山 大学及
菌
び
山 市 内
富 山 大掛子教教
育養学部部
富 山 大学人文学部
富 山 大 学 ほ か
未 疋,...._. 
参 加 範 囲
大
ア
学
ル
金
ミ
属
関 連
関係
企
者
業及 び
学
国立 16大学
事務
の 人文 系
部長 ・ 長
（
全
学
国
）部
国長立大・ 事
学
務
の 長教
養
北 陸信 越地 区 各支 部
学
北信
部
越長，の 教教
育
官
学
等
部 の
全
国
国
公
の
私立大学教官 等
II 
II 
II 
II 
II 
北
学
陸三 短県 期
国公私立大
及 び 大学
所東及海在びす文・ 北書る 陸事国務立・ 近学担校畿当地の者広区報に
参 加 予 定 人 員
県 内 県 外 計
500 500 1 , 000 
10 40 50 
5 68 73 
14 18 32 
5 20 25 
120 280 400 
50 1 , 950 2 , 000 
30 270 300 
200 300 500 
100 200～ 300 ～ 300 400 
200 1 , 200 1 , 400 
450 1 , 350 1 , 800 
18 74 92 
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ、 の 企 画
富 山 市 曙 町 8 - 4 
電 話 （33) 3 3 5 6 制
